
令和３年度 公衆浴場における衛生管理講習会

施設のレジオネラ対策
②近年の行政検査結果
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レジオネラ属菌検査結果
普通公衆浴場
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レジオネラ属菌検査結果
その他の公衆浴場・旅館
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レジオネラ属菌検査結果
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不検出を確認
するまで

気泡発生装置等使用再開

改善措置報告書・維持管理計画書の提出

不検出

再検査

行政検査でレジオネラ属菌が検出されたら
10 CFU/100mL 以上 100 CFU/100mL 未満

直ちに
 気泡発生装置等の停止
遊離残留塩素濃度を1.0 mg/L程度に保持し、
毎時１回以上測定

速やかに
設備の改善措置（洗浄・消毒等）

4



不検出を確認
するまで

気泡発生装置等使用再開

改善措置報告書・維持管理計画書の提出

不検出

再検査

行政検査でレジオネラ属菌が検出されたら
100 CFU/100mL 以上 1000 CFU/100mL 未満

直ちに
 気泡発生装置等の停止

速やかに
検出系統の浴槽等の使用停止

 措置後、浴槽等の使用を再開する場合は、
遊離残留塩素濃度を1.0 mg/L程度に保持し、
毎時１回以上測定

不検出を確認
するまで
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改善措置が完
了するまで



行政検査でレジオネラ属菌が検出されたら
1000 CFU/100mL 以上

再検査

浴槽等使用再開

改善措置報告書
維持管理計画書

不検出

※重点監視施設

１．施設使用再開から１月以内に検出
系統浴槽等の自主検査を実施

２．１の自主検査の実施日から１年間、
２月以内に１回、自主検査を実施

⇒検査結果を保健所に報告する提出

直ちに
検出系統の浴槽等の使用停止
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設備の改善措置（洗浄・消毒等）



自主検査で検出された場合

自主検査の実施

検査結果の到達
(レジオネラ属菌検出)

改善対策の検討・実施

改善

・気泡発生装置の使用を直ちに停止
（浴槽を使用停止することが望ましい）
・直ちに保健所へ連絡する

・維持管理状況等を確認し、保健所に
相談しながら改善対策を検討する

・改善措置の実施（洗浄、消毒等）
・再検査→不検出を確認
（気泡発生装置や浴槽等の使用停止
は菌が不検出となるまで継続）

・見直した維持管理方法により
管理する
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清掃・消毒を実施していても
レジオネラ属菌が検出されるときは…

 清掃、消毒の頻度が施設の負荷に見合っているか

 清掃、消毒時に循環系統のすべての設備（気泡発生装置等を含む）が

稼働しているか

 停滞水が発生しやすい部分はないか

（連通管、水位計、気泡発生装置の配管 等）

 不要な配管等はないか
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